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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】令和2年12月24日(2020.12.24)

【公開番号】特開2019-40240(P2019-40240A)
【公開日】平成31年3月14日(2019.3.14)
【年通号数】公開・登録公報2019-010
【出願番号】特願2017-159325(P2017-159325)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   3/00     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   1/26     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ    3/00     　　　Ｙ
   Ｇ０６Ｆ    1/26     ３３４Ｑ

【手続補正書】
【提出日】令和2年11月13日(2020.11.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　ドライバ１８は、出力端子がＦＥＴスイッチ１２８のゲートに接続される。ドライバ１
８は、レギュレータ１７から供給された電圧をＦＥＴスイッチ１２８のゲートへ印加する
。ここで、ドライバ１８は、出力電圧が安定した後十分に時間が経過するまでの所定時間
を計測するタイマを有する。そして、ドライバ１８は、タイマによる所定時間の計測が完
了するまでＦＥＴスイッチ１２８への電圧の印加を待機し、所定時間経過後にその後ＦＥ
Ｔスイッチ１２８への電圧の印加を開始する。すなわち、ドライバ１８は、ＣＰＵ１１及
び１２などの動作が安定するまでＭＵＸ１３及びスイッチ１６を無効にし続ける。ここで
、電源ユニット５から供給される電力は、レギュレータ１７により所望の電力に変換され
各部品に供給される。しかし、各部品は起動時には動作が安定せず、動作が安定するまで
に時間が掛かる。特に、ＭＵＸ１３は、他のシステムボード１との間で信号を転送させる
部品であり、ドライバ１８により動作が安定するまで所定時間待機させられる。この所定
時間は、例えば、数十ｍｓｅｃ程度である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５６】
　この場合、経路１３１には電源供給部１０１から出力された電圧が入力される。また、
経路１３２には電源供給部１０２から出力された電圧が入力される。また、経路１３３に
は電源供給部１０３から出力された電圧が入力される。ここで、電源供給部１０１に繋が
る抵抗１２１の抵抗値が、電源供給部１０２及び１０３に繋がる抵抗１２２及び１２３の
抵抗値より小さいため、経路１３１に入力される電圧が、経路１３２及び１３３へ入力さ
れる電圧よりも早くＨｉｇｈの値を有するようになる。そのため、Ｈｉｇｈの値を有する
ＭＵＸイネーブル信号が、第１及び第２経路選択信号がＨｉｇｈになるよりも先に入力さ
れる。したがって、ミッドプレーン２とＣＰＵ１１及び１２とを結ぶ経路が接続されるよ
りも前に、ＭＵＸ１３が無効になる。すなわち、ミッドプレーン２とＣＰＵ１１及び１２
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とを結ぶ経路の接続が行われなくなる。ここで、本実施例では、抵抗を用いて信号の入力
タイミングを異ならせたが、信号の入力タイミングをずらすことが可能であれば他の構成
でもよい。例えば、キャパシタや遅延回路などを用いて信号の入力タイミングを異ならせ
る構成でもよい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
　ここでは、既に他のシステムボード１が挿入されたミッドプレーン２に新たなシステム
ボード１を挿入する場合で説明した。ただし、他のシステムボード１が挿入されていない
場合、挿入により影響を与える相手がいないため、システムボード１の挿入時に上述した
動作が行われなくても問題は発生しない。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７０】
　ＰｏｗｅｒＧｏｏｄ信号がＬｏｗになると、グラフ３１６に示すように、時刻Ｔ６にお
いて、ＳＷイネーブル信号がＬｏｗに変化し、スイッチ１６が無効になる。スイッチ１６
が無効になると、ＣＰＬＤ１５とＭＵＸ１３との接続が切断される。この時刻Ｔ６でＭＵ
Ｘ１３のミッドプレーン２から延びる４つの経路のうちの経路選択の論理が確定状態から
不定状態に変化する。そして、経路１３１～１３３には、電源供給部１０１～１０３から
出力された電圧の入力が開始される。これにより、グラフ３１３に示すように、時刻Ｔ６
からＭＵＸイネーブル信号の電圧上昇が開始し、ＭＵＸ１３が無効になる。ここで、グラ
フ３１４及び３１５に示すように、第１も上昇を開始するが、抵抗１２２及び１２３の抵
抗値が抵抗１２１の抵抗値に比べて高いため、上昇が遅くなる。そのため、ＭＵＸイネー
ブル信号がＨｉｇｈになった後に、第１がＨｉｇｈになる。第２経路選択信号は、電源故
障発生前からＨｉｇｈの値を有するので、そのままＨｉｇｈの値を維持し続ける。このよ
うに、ＭＵＸ１３の信号経路の選択の論理が不定になる前に、確実にＭＵＸ１３を無効に
することができ、システムボード１間の信号経路を切り離すことができる。
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